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研究 2 では、「育児肯定感J r育児生活へのストレス J r否定的育児行動J の 3 側面が、子ども年
齢に伴ってどのように変化するのかについて、同一対象者による 5 年間の縦断的調査を行い、研
究 1 の横断的調査結果を支持する結果が得られた。





どもの「困った行動」が、 2.3 歳を過ぎると 4 歳では減少すること、 2 歳時点の子どもの「困った
行動」は「育児生活へのストレス」の高さと関連すること、 3，4歳時点、では「否定的育児行動」の
高さに関連することを示した。
研究 5 では、 2 歳時点と 4 歳時点における母親の他者への働きかけの変化を検討した。「夫サポー
ト J r母方祖父母サポート J r父方祖父母サポート」については有意な変化を認めないが、「友人サ



























つで、ある。これまで「親になることによる人格発達J をとらえた柏木ら (1994) の研究をはじめと
して、親になることによる人格発達のさまざまな側面が取り上げられてきた。その一方で、育児
不安や育児ストレスといった発達臨床的課題も取り上げられてきた。しかしこれらは、「親になる
こと」を独立変数とし、人格発達的諸側面や不安、ストレスを従属変数とするもので、親になる
過程そのものをとらえたものではなかった。これに対して、本研究は、親になる過程をとらえよ
うとしたことに特徴がある。本研究は「初めて子育てを行う女性は、自分をとりまく環境にどの
ように働きかけ、それ以前の自分をどのように修正しながら、新しい役割としての母親になって
いくのか」によって、親になる過程をとらえようとした。具体的には、1)親になる移行期におけ
る母親の養育意識・行動の構造、関連要因、及びこの期間における母親の養育意識・行動変容の
様相、 2) 親になる移行期における母親の環境への働きかけはいかなるもので、どのように変容す
るか、 3) 親になる移行期に母親に生じる発達的変化として、対人関係性の質や構造、関係構築力
や資源へのかかわりがどのように変化するか、が検討された。
その結果、1)親になる移行期の母親は、それまでの生き方の断絶であり、孤立感や閉塞感を高
めるが、来るべき人生の次の時期に、母親役割以外に、復職・再就職、趣味、ボランティアなど
役割行動拡大の基盤となる時期として位置づけられること、 2) 親になる移行期は、実母から娘へ
の援助関係の世代継承とともに、先輩(母親)一後輩(母親)聞の継承がなされる時期として位
置づけられること、 3) 移行期において、母親は、自ら行為者として他者との関係を生み出し、そ
の関係を支えとして、移行の困難を乗り越えること、が見いだされた。
本研究は、生涯発達心理学、移行理論、生態学的環境システム理論を援用して、親になる移行
期へアプローチし、地域に生きる母親に密着して詳細な縦断調査を続け、育児期の母親の発達と
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親になる移行期の姿を描き出すことに成功した。これが本研究の大きな特色であり、それによっ
て親発達、成人期発達、生涯発達の研究に、内容的にも、方法的にも新たな面を加えたといえる。
ただ、親になる移行期の発達過程を総体としてとらえようとすることに注力して、そこに見られ
る発達の要因の整理や体系化には課題を残している。しかし、それは著者に見据えられているこ
とであり、今後の研究の展開の中に期待できる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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